定例市政記者クラブ・市長懇談会（１０月）の結果について
日時：平成２３年１０月６日（木）午前１１時～正午
場所：市役所２階第３委員会室
出席：市政記者クラブ８社

会見内容
１．話題提供（３項目）


■　少子化、核家族化の進行に伴う家族形態の変化や、地域のつながりの希薄化などにより、家庭や地域における子育ての知恵や経験などを共有する機会の低下が指摘されております。

■　釧路市では、総合計画や 次世代育成 支援対策 地域行動計画に基づき、　　子育ての負担感や不安感を軽減し、親の子育て力を高めるため、子育て支援拠点センターの整備を進めており、

■　現在、中部・東部地域に次ぐ 市内で３番目となる「西部子育て支援拠点センター」を鳥取保育園の隣接地に建設中で、１０月下旬の竣工を予定しております。

■　竣工後のスケジュールにつきましては､１０月２８日に「完成記念式典」を開催し、その後、地域の町内会や民生委員・児童委員など、子育て支援関係者への公開を経て、１１月１日に正式オープンする運びとなっております。

■　子育て支援拠点センターの主な事業は 子育て相談、親子交流、子育てサークルなどの育成支援、子育て講座の開催などでありますが、中部・東部子育て支援拠点センターを利用いただいている お母さんから「不安や悩みを相談できた」「親子で新たな友達ができた」「精神面でリフレッシュできた」など、好評をいただいております。

■　乳幼児期の育ちは、家庭を基盤としながらも、成長過程に応じた子ども同士のふれあいや、様々な人たちとの関わりを通じて培われるものであります。

■　子育て中の親子が気軽に集い、親が子どもとしっかり向き合いながら、　　地域の中で豊かに子育てを行っていただくよう、「西部子育て支援拠点センター」を大いに利用していただきたいと思っております。

· 　また、中部・東部地域の既存のセンターに加え、新たに西部地域にセンターを開設することにより、市内全域において、より一層の子育て支援体制の整備・充実が図られるものと考えております。

· 　なお、次の話題の中でもお話しいたしますが、西部子育て支援拠点センターの建設に当たりましては、建物の構造材や下地材、内装に阿寒産のカラマツ材を使用しております。


■　釧路市の森林面積は、平成１７年の３市町合併により、従前の約１９倍、約１０万１千ヘクタールと大きく広がり、実に釧路市の約７４パーセントを森林が占めている状況にあります。
■　森林面積が１０万ヘクタールを超える市町村は、森林王国といわれる北海道においても、釧路市を含めて３つだけで､全国でも８市しかありません。

■　森林には二酸化炭素を吸収するなど多くの公益的な機能があり、北海道全体の森林の公益的 機能評価額は １１兆１千億円になるとの試算があります。

釧路市の森林につきましても、同様の方法で試算を行いますと２千５７６億円もの価値となります。

■　これらの森林の機能を きちんと発揮させるためには、間伐作業が必要な場合があります。

■　先程の「釧路市西部子育て支援拠点センター」につきましても、釧路市有林の間伐作業により出てきた木材を使っております。

　本センターは、阿寒町の市有林 約１１ヘクタールの間伐作業で発生した

　約１千本のカラマツ材を有効活用して建設いたしました。

■　この１１ヘクタールの間伐で増加した公益的機能の評価額を計算しますと、年間 ４９３万円にもなりますし、二酸化炭素の吸収量は １年当たり約２８トン、実に自家用車から排出される年間 二酸化炭素量の４４台分に相当します。

· こうしたことから､今後も釧路市の森林の適切な管理を行い、そこから産まれる

地場産木材を公共建築物へ活用することで、地域の産業活性化に結びつける循環型の取り組みを行っていきたいと考えております。

■　また、昨年１１月に「釧路森林資源活用円卓会議」による話し合いも進めているところで、森林だけがある街でなく、森林がありながら都市機能がある釧路市において生産と消費という循環型の流れを作っていくのは極めて重要と考えています。

■　こうしたことは、全国的にもモデルになりうるものと考えており、釧路市の取り組みを発信していきたいと考えております。


■　北海道横断自動車の夕張～占冠間が１０月２９日に開通いたします。平成２年に十勝清水～池田間に着手して以来、これで道央と道東が高速道で結ばれることになります。

■　私も開通式典には「北海道横断自動車道 早期建設促進期成会」の会長として出席する予定です。釧路までは もう少し時間が必要ですが、これが今後の整備促進の弾みになることを期待しております。

·  供用の時期につきましては、今年２月に国が阿寒ＩＣ(インターチェンジ)までを平成２７年度に供用予定と公表しておりますが、釧路市としては少しでも早い平成２６年の供用を要望しているところであります。

■　阿寒ＩＣから釧路ＩＣ間の事業進捗状況につきましては、今年の７月に釧路開発建設部が地権者を対象とした事業説明会を開催しております。

今後は 用地測量など 工事に向けた調査を進めていく予定となっております。

■　高速道路は観光に大きく寄与できるものと思っていますし、また、国際バルク港湾に指定された釧路港が貨物を各地に運送するための非常に重要なルートになりますので、開通に向けて頑張っていきたいと考えております。
　　　　　 

【質疑要旨】
（質問）　
・　釧路市西部子育て支援拠点センターに阿寒産のカラマツ材を使用するとのことでしたが、釧路市の森林資源を生かす取組みの一環ということでしょうか。また、今後も市で建築する構造物等に地元産の木材を使用していくのでしょうか。

（市長）

· 　生産と消費を組み合わせるのが森林の活用ですが、消費が大きな課題になっていたことから、積極的に木材を使用するという考えで、大規模運動公園の屋内練習場、湿原の風アリーナに隣接する湿原エリア内のふれあい広場、そして次にこの西部子育て支援拠点センターという形で進めています。また、今後の耐震診断の結果を受けての検討になりますが、音別町行政センター改修の際も、音別産の木材を活用していこうと考えています。　

（質問）

・　占冠－夕張間が開通するにあたり、いよいよ釧路まで高速道路が近づいてきた感がありますが、東日本震災があった中で、市で要望している平成２６年度の開通についてどうお考えでしょうか。また、例えば帯広の場合、今回の開通で札幌までの距離が３時間ほどで行けるようになると、若い人が多数、札幌へ買い物に行くことを危惧する声もありますが、どうお考えでしょうか。

（市長）

· 　先日の震災以降、高速道路は防災、減災という観点の中で重視されているところです。音別地区は災害が起きると国道３８号線が通行止めになり、陸の孤島になることがありました。その時に高速道路はしっかりとした防災、減災のアクセスになり、既存道路の代替という意味でも重要になってきますので、釧路市における高速道路は防災、減災に合った事業と考えています。　　また、開通で札幌に人が集中されることは懸念されますが、その中で地域資　源を磨いていくことは重要なポイントになってくると思います。十勝方面では、逆に札幌から人を引っ張ってくる観光事業を磨き上げることに取り組んでいるそうです。そういった前向きな形で進んでいくことが重要と思っていますし、今回の開通は札幌へ行く人がいる面と、その逆の札幌の人をこちらに呼び込むこともできる二面性があると思います。

　

（質問）

・　今月末で市長就任から３年になりますが、成果についてお聞きしたいと思います。また、残り１年でどういったことを重点的に行おうと思っているのでしょか。

（市長）

· 　以前から市役所の価値を高めていきたいということをお話しし、意識改革は様々な場面で進めてきたところです。また、市役所の中身を見て、大きな課題が解決していくことが重要と考え、一番始めに第３セクターの不良債務の処理に取り組み、国に借入金を認められてスタートしています。併せて、域内循環を推進してきました。地元の地産地消に取り組み、経済の活性化を果たしていく考えのもと、積極的に地元産の木材や水の活用をしてきました。他には都市経営戦略プランもあります。石炭や気候、人材などといった地域資源を活用していく経営を、残り１年しっかり進めていきたいと考えています。

（質問）

・　ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）について政府が検討を加速させようとしていますが、市はどういった認識を持っているのでしょうか。

（市長）

· 　国内の食糧自給率をしっかりと上げていくことが重要だと思っていますし、　関税を撤廃し、安価な輸入農産物等が国内に入るというＴＰＰ参加ありきで物事を進めているやり方が反対ということを一貫して言い続けています。この考えに変わりはありません。




３．北海道横断自動車道の整備について








２．森林資源を生かす取り組みについて








１．西部子育て支援拠点センターの整備について
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